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地
方
へ
の
好
循
環
拡
大
に
向
け
た
緊
急
経
済
対
策
を
盛
り
込
ん
だ
平

成
二
十
六
年
度
補
正
予
算
（
一
般
会
計
総
額
三
兆
一
一
八
〇
億
円
）
が

二
月
三
日
の
参
院
本
会
議
で
、
与
党
な
ど
の
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

持
続
化
補
助
金
や
も
の
づ
く
り
補
助
金
も
継
続
さ
れ
、
小
規
模
事
業
者

や
地
方
の
活
性
化
支
援
に
重
点
を
置
い
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

２、３　県の商工関係予算
４　県青年部東北被災地支援事業　他
５　県同友会セミナー　前期技能検定　他
６　ものづくり補助金　他
７　わが社も経営改善にチャレンジ　他
８　ニッポンセレクト. com 出品者募集　他

が
多
か
っ
た
。

当
補
助
金
の
申
請
に
当
た
っ
て

は
、
各
商
工
会
の
経
営
指
導
員
が

小
規
模
事
業
者
と
い
っ
し
ょ
に
売

り
上
げ
を
拡
大
す
る
有
効
策
を
考

え
計
画
書
を
作
成
す
る
。

経
営
者
か
ら
は
、「
店
舗
レ
イ
ア

ウ
ト
や
営
業
促
進
策
を
見
直
す
良

い
き
っ
か
け
と
な
っ
た
、
広
告
宣

伝
に
よ
り
知
名
度
が
ア
ッ
プ
し
た
、

商
談
会
で
首
都
圏
の
バ
イ
ヤ
ー
と

取
引
で
き
た
」
等
た
く
さ
ん
の
好

評
を
い
た
だ
い
た
。

今
回
は
商
工
会
枠
一
〇
〇
億
円

と
前
回
の
二
倍
の
予
算
が
つ
い
て

お
り
、
約
二
万
件
の
採
択
数
を
見

込
ん
で
い
る
。
新
た
に
、「
買
い
物

弱
者
支
援
」、「
共
同
事
業
」
の
メ

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

制
度
は
、
小
規
模
事
業
者
が
商
工

会
と
一
体
に
な
っ
て
販
路
開
拓
に

取
り
組
む
費
用
の
２
／
３
を
補
助

す
る
。
上
限
金
額
は
五
十
万
円
。

初
年
度
は
商
工
会
地
域
に
お
い
て

全
国
で
約
一
万
三
千
件
の
応
募
が

あ
り
、
約
九
千
八
百
件
が
採
択
さ

れ
た
（
採
択
率
七
五
％
）。
富
山

県
で
は
二
七
〇
件
の
応
募
が
あ
り

二
三
一
件
が
採
択
さ
れ
た
（
採
択

率
八
六
％
）。事
業
者
の
販
路
開
拓
・

販
売
促
進
に
係
る
様
々
な
取
り
組

み
を
支
援
す
る
も
の
で
、
店
舗
の

改
装
、
看
板
の
設
置
、
チ
ラ
シ
・

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
作
成
、
展
示
会
・
商
談
会
へ
の

出
展
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
等
設
備
導
入
な
ど

商工
春
秋
　

最
近
文
房
具

屋
を
訪
れ
た
こ

と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
文

房
具
は
も
は
や
成
熟
し
た
市
場
と

思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
こ
こ
数
年

の
間
で
も
劇
的
に
進
化
し
て
い
る
。

▼
例
え
ば
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
の

芯
は
折
れ
て
も
仕
方
が
な
い
も
の

と
思
わ
れ
て
い
た
が
、
新
商
品
で

は
書
く
時
に
本
体
の
金
属
パ
ー
ツ

が
芯
を
ガ
ー
ド
す
る
こ
と
で
芯
折

れ
が
激
減
す
る
。
ス
テ
ー
プ
ラ
ー

（
ホ
チ
キ
ス
）
は
数
年
前
に
「
針
無

し
」
が
話
題
を
呼
ん
だ
が
、
穴
を

開
け
る
た
め
綴
じ
直
し
が
出
来
な

い
な
ど
の
欠
点
が
あ
っ
た
。
今
で

は
圧
力
で
紙
ど
う
し
を
圧
着
す
る

こ
と
で
課
題
が
改
善
さ
れ
た
。
他

に
も
簡
単
に
消
せ
る
ボ
ー
ル
ペ
ン

や
何
度
も
剥
が
せ
る
糊
な
ど
、
こ

れ
ま
で
出
来
な
か
っ
た
も
の
も
商

品
化
さ
れ
て
い
る
。

▼
い
ず
れ
も
共
通
し
て
言
え
る
の

は
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
些

細
な
こ
と
で
も
「
不
満
を
取
り
除

く
」「
要
望
を
取
り
入
れ
る
」
と
い

う
こ
と
が
ヒ
ッ
ト
に
繋
が
っ
て
い

る
。
ア
ナ
ロ
グ
的
な
も
の
で
も
ま

だ
ま
だ
進
化
の
余
地
は
あ
る
。「
必

要
は
発
明
の
母
」
と
い
う
昔
の
偉

人
の
言
葉
を
今
一
度
思
い
出
し
て

欲
し
い
。

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
公
募
開
始

ニ
ュ
ー
が
追
加
さ
れ
、
前
者
は
上

限
金
額
一
〇
〇
万
円
、
車
両
購
入

可
、
後
者
は
上
限
額
五
〇
〇
万
円

（
参
加
事
業
者
数
×
一
事
業
者
の
上

限
額
五
十
万
円
）
で
あ
る
。

公
募
は
す
で
に
始
ま
っ
て
お
り

第
一
次
受
付
締
切
は
三
月
十
九
日

（
木
）
ま
で
、
第
二
次
受
付
締
切
は

五
月
十
九
日
（
火
）
ま
で
。

最
寄
り
の
商
工
会
窓
口
ま
で
ご

相
談
、
ご
申
請
く
だ
さ
い
。

経
営
戦
略
を
考
え
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
！

あ
な
た
の
知
恵
と
工
夫
を
商
工
会
が
サ
ポ
ー
ト



昭和 52 年 3 月 12 日第三種郵便物認可 平成 27 年 3 月 1 日発行（毎月 1 回 1 日発行）　VOL.477

2

●東京圏展示会共同出展事業費（13,424千円）　　　
　小規模企業等の大規模見本市への共同出展を支援

<産学官連携によるものづくり産業の高度化>････････････････････････････････････････････････
【技術立県推進事業費】152,126千円
（新）ものづくり研究開発・雇用創造支援事業費（80,000千円）
　高機能素材等５つの分野での技術の高度化や試作品の開発に取り組む企業に対して研究費等を助成

<中小企業の振興>････････････････････････････････････････････････････････････････････････
【中小企業制度融資資金】54,939,000千円
全資金の金利を一律0.2％引下げ

（新）新事業展開支援資金　デザイン産業・コンテンツ産業支援枠（新規融資枠３億円）の創設
　富山県の魅力を効果的に発信するデザイン産業・コンテンツ産業を支援　

（拡）小口事業資金　（新規融資枠160億円）
　一般小口枠の融資限度額を2,000万円に引上げ／融資期間に据置期間を設定

（拡）緊急経営改善資金（借換資金）　（新規融資枠120億円）
　小口枠の融資限度額を2,000万円に引上げ

【伝統的工芸品産業振興対策費】15,660千円　　
（新）とやま伝統工芸販路拡大・海外展開研究事業費（3,500千円）
　国内バイヤー・海外専門家を招へいし、伝統工芸品の国内外への販路拡大や海外展開につなげる

<デザインの振興と活用>･･････････････････････････････････････････････････････････････････
【デザイン振興事業費】103,208千円　　
（新）TOYAMAデザイン展開事業費（5,000千円）
　県内企業と首都圏デザイナーとのマッチングを促進するため、富山の技術・デザイン力を発信するセミナー等を首都圏
で開催

<商業・サービス業の振興と賑わいのあるまちづくり>････････････････････････････････････････
【中小商業支援事業費】34,362千円　　
（新）とやま若手商人育成講座事業費（1,500千円）
　県内の中小若手経営者を対象に商店街若手リーダーの育成講座を実施

（新）地域を担う商店街づくりモデル事業費（4,000千円）
　商店街への来街者を増加させ、顧客増加や賑わい創出を図るため、モデル商店街を選定して活性化施策を重点的にサポート

【新幹線開業・とやまの魅力アップ事業費】7,300千円　　
（新）続け！まちの逸品事業費（1,800千円）
　富山県のイメージアップにつながるお土産「まちの逸品」について、新たな商品の公募・選定を行う

<雇用の確保と人材の育成>････････････････････････････････････････････････････････････････
【勤労者福祉対策費】47,090千円　　
（新）子育て支援・企業トップセミナー事業費（2,000千円）
　経営者等に仕事と子育て両立支援の大切さを認識してもらうセミナーの開催等

【魅力ある技能社会推進事業費】33,207千円　　
（新）グローバル企業育成支援事業費（9,720千円）
　海外展開の担い手となる人材育成を行うため、海外での社員の実地研修を行う県内企業を支援

【若年者就業支援事業費】46,300千円　　
（拡）中小企業新入社員サポート・モデル事業費（7,250千円）
　新入社員を対象としたセミナー、情報交換会の開催等

【富山県ものづくり産業未来戦略雇用創造プロジェクト事業費】269,871千円　　
（新）求職者業種別就職支援事業費（3,500千円）
　ものづくり分野の関連業種による合同企業説明会の開催

（拡）中小企業ものづくり人材等育成支援事業費（120,000千円）
　高度ものづくり分野における訓練付雇用に関する支援

<環日本海・アジアなど海外ビジネス展開の促進>････････････････････････････････････････････
【環日本海経済交流事業費】69,659千円　　
（新）新ものづくり総合見本市開催事業費（45,480千円）
　北陸新幹線の開業を契機に県内で見本市を開催し、富山のものづくり技術を国内外に発信

県の平成 26 年度２月補正予算及び平成 27 年度予算が編成されました。そのうち、商工関係の主な事業予算は以下のとおりです。
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【平成26年度２月補正】
<新たな成長産業の育成>･･････････････････････････････････････････････････････････････････
【新事業創出促進事業費】　　
（新）高機能素材・ライフサイエンス産学官連携戦略研究事業費（41,250千円）
　高機能素材、ライフサイエンス分野におけるイノベーション戦略を加速化するための大型研究プロジェクトを支援

<未来を拓く起業チャレンジへの支援>･･････････････････････････････････････････････････････
【ベンチャー企業等支援事業費】　　
（新）若者・女性等創業チャレンジ支援事業費（10,000千円）
　若者・女性のアイデアや伝統産業の技術を活かした新商品の開発や新サービスの提供を行う事業の創業等を支援

<企業立地の促進>････････････････････････････････････････････････････････････････････････
【企業立地助成事業費】　　
（新）企業立地助成金（新成長産業研究拠点強化助成金）（100,000千円）
　県内ものづくり産業の発展・競争力強化のため、県の成長産業３分野（高機能素材・デジタルものづくり・ライフサイ
エンス）の研究拠点（自然科学系）を強化する企業へ助成

<中小企業の振興>････････････････････････････････････････････････････････････････････････
【伝統的工芸品産業振興対策費】　　
（新）第32回伝統的工芸品月間国民会議全国大会開催費（19,000千円）
　27年 11月に記念式典、全国伝統工芸士大会、伝統工芸ふれあい広場等を実施し、本県の伝統工芸品産業の振興と地
域の活性化を図る

【新産業基盤施設整備費】
（新）ものづくり県とやま発信事業費（20,000千円）
　ＪＲ富山駅構内のスペースを活用し、デジタルサイネージでものづくり富山の技術力をＰＲ

<デザインの振興と活用>･･････････････････････････････････････････････････････････････････
【デザイン振興事業費】　　
（新）ハイグレードデザイン工房整備事業費（34,730千円）
　デザインを取り入れた製品の高付加価値化に取り組む企業を支援するために必要な設備をデザインセンターに整備

<商業・サービス業の振興と賑わいのあるまちづくり>････････････････････････････････････････
【中小商業支援事業費】　　
（新）免税店開設支援モデル事業費（2,000千円）
　免税店の開店に要する店舗の環境整備等を支援することで、外国人観光客の受け入れ拡大を図る

（新）ふるさと名物商品購入助成事業費（241,000千円）
　県内外の消費者に対し、県が選定した「ふるさと名物」を割引販売し、知名度向上と魅力ＰＲを図る

<雇用の確保と創出>･･････････････････････････････････････････････････････････････････････
【人材確保対策事業費】　　
（新）Ｕターン女子応援カフェ事業費（1,500千円）
　県内出身の女子学生と県内企業で活躍する女子社員との座談会を開催

（新）とやまで就職！ＵＩＪターンプロジェクト事業費（9,500千円）
　東京での合同企業説明会や社会人を対象としたＵＩＪターン講座等の開催

（新）とやまで就職！県内学生応援事業費（4,500千円）
　県内大学生を対象に富山で住み働く魅力を紹介するセミナーの開催等

<環日本海・アジアなど海外ビジネス展開の促進>････････････････････････････････････････････
【経済交流推進事業費】　　
（新）インドネシア経済訪問団派遣事業費（8,900千円）
　現地企業を対象としたセミナーの開催や見本市の視察等を通じて、県内企業の販路開拓・受注拡大を図る

【平成27年度】
<未来を拓く起業チャレンジへの支援>･･････････････････････････････････････････････････････
【中小企業販路開拓総合支援事業費】16,992千円　　
（新）とやま次世代自動車新技術・新工法展示商談会開催支援事業費（2,300千円）
　北関東の自動車関連企業に対し、県内企業の新技術や新工法をアピールする商談展示会を開催

県の平成 26 年度２月補正予算及び平成 27 年度予算が編成されました。そのうち、商工関係の主な事業予算は以下のとおりです。
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多彩なニーズにお応えします。

〒939-2741 富山県富山市婦中町中名1554-23
TEL (076)465-2341(代)  FAX (076)465-2340
URL http://www.nakatani-p.co.jp　E-mail info@nakatani-p.co.jp

ISO14001  認証取得

ISO 9001  認証取得

　

中
小
企
業
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
ス
モ
ー
ル
サ
ン
）
主
宰
の
山
口

義
行
氏
を
講
師
に
招
き
、「
女
性
団

体
が
参
画
し
た
地
域
づ
く
り
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
実
施
。

　

山
口
先
生
は
、
経
済
動
向
や
様
々

な
中
小
企
業
の
事
例
を
挙
げ
な
が
ら

「
読
む
力
、
生
か
す
力
、
つ
な
ぐ
力
」

が
経
営
者
と
し
て
重
要
で
あ
る
と
説

明
。
こ
れ
か
ら
は
市
場
創
造
力
が
必

要
で
あ
り
、
そ
の
為
に
「
何
が
で
き

る
か
」
を
考
え
、
売
上
の
五
％
以
下

の
新
し
い
挑
戦
を
す
れ
ば
良
い
と
説

明
さ
れ
た
。

女
性
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

　

二
月
二
日
、
中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
県
下
商
工
会
の
女
性
部
員
約
六
十
名
が
参

加
し
、
女
性
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
開
催
し
た
。

�����������������������������������������������������<

青
色
申
告
の
ス
ス
メ>

　

不
動
産
所
得
や
事
業
所
得
を
生
ず

べ
き
事
業
を
営
ん
で
い
る
方
で
、
正

規
の
簿
記
の
原
則
に
よ
り
記
帳
を

し
、
そ
の
記
録
に
基
づ
い
て
貸
借
対

照
表
と
損
益
計
算
書
を
作
成
す
る
場

合
、
青
色
申
告
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
青
色
申
告
は
一
般
の
白
色
申

告
と
比
較
す
る
と
次
の
よ
う
な
利
点

が
あ
り
、
大
変
有
効
な
制
度
で
す
。

・
六
十
五
万
円
の
所
得
控
除

・
専
従
者
給
与
を
経
費
に
で
き
る

・
純
損
失
の
繰
越
し
・
繰
戻
し

・
減
価
償
却
の
特
例

　

そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
の
詳
細
や
要

件
は
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
青

色
申
告
を
す
る
に
は
、
そ
の
年
の

三
月
十
五
日
ま
で
に
「
所
得
税
の

青
色
申
告
承
認
申
請
書
」
を
所
轄

の
税
務
署
長
に
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

<

ネ
ッ
ト
de
記
帳
の
ス
ス
メ>

　

手
作
業
で
日
々
の
帳
簿
を
整
理

し
、
青
色
申
告
用
の
書
類
を
作
成

す
る
こ
と
は
、
事
業
を
営
ん
で
い

る
方
に
は
大
変
な
労
力
と
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
帳
簿
管
理
に
は
パ
ソ

コ
ン
を
使
っ
た
経
理
ソ
フ
ト
を
使

う
と
便
利
で
す
。
市
販
の
経
理
ソ

フ
ト
で
あ
れ
ば
、
仕
訳
か
ら
決
算

書
や
青
色
申
告
書
な
ど
を
簡
単
に

作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

数
あ
る
ソ
フ
ト
の
中
で
も
商
工

会
が
オ
ス
ス
メ
す
る
の
が
、「
ネ
ッ

ト
de
記
帳
」
で
す
。
一
番
の
特
長

は
利
用
者
の
デ
ー
タ
を
商
工
会
で

お
預
か
り
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、

①
商
工
会
が
遠
隔
で
同
じ
画
面
を
見

な
が
ら
質
問
に
答
え
た
り
、
ア
ド

バ
イ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

②
将
来
の
経
営
計
画
や
売
上
向
上

策
に
つ
い
て
分
析
や
支
援
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

②
パ
ソ
コ
ン
が
壊
れ
て
も
、
デ
ー

タ
は
安
全
に
保
管
で
き
ま
す

　

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
最
寄
の

商
工
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

確
定
申
告
は
お
済
み
で
す
か
？

商
工
会
推
奨
の
経
理
ソ
フ
ト
「
ネ
ッ
ト
de
記
帳
」

な
ら
青
色
申
告
書
も
簡
単
に
作
成
で
き
ま
す

　
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得

税
の
申
告
と
納
税
は
三
月
十
六
日

（
月
）
ま
で
、
個
人
事
業
者
の
消

費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
申
告

と
納
税
は
三
月
三
十
一
日
（
火
）

ま
で
で
す
。
期
限
を
過
ぎ
て
申
告

や
納
税
を
さ
れ
る
と
、
本
税
の
他

に
加
算
税
や
延
滞
税
が
必
要
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

「
東
日
本
大
震
災
被
災
地

 

支
援
事
業
」
を
開
催

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
脇
本

恭
成
会
長
）
は
、
二
月
十
日
、
十
一

日
に
東
日
本
大
震
災
被
災
地
支
援
事

業
を
開
催
し
、
青
年
部
員
十
八
名
が

参
加
し
た
。

福
島
県
青
連
及
び
宮
城
県
青
連
の

役
員
の
方
々
に
現
地
案
内
の
ご
協
力

を
頂
き
、
福
島
県
相
双
地
区
・
宮
城

県
石
巻
市
雄
勝
地
区
の
視
察
を
行
っ

た
。
ま
た
、
東
京
電
力
の
担
当
者
よ

り
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
に
て
復

旧
状
況
の
説
明
を
受
け
た
。

福
島
で
は
、
除
染
作
業
の
現
状
を

視
察
し
、
震
災
か
ら
今
ま
で
の
復
興

体
験
の
苦
労
話
を
お
聞
き
し
た
。
発

電
所
で
は
現
状
と
今
後
の
計
画
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

ま
た
、
女
性
な
ら
で
は
の
強
さ
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力
を
活
か
し
た
事
例

を
通
じ
、
地
域
の
魅
力
を
高
め
て
い

く
こ
と
が
地
域
振
興
に
つ
な
が
る
と

話
を
さ
れ
た
。

宮
城
県
石
巻
市
雄
勝
地
区
で
は
、

津
波
で
大
き
な
被
害
を
被
っ
た
石
巻

市
立
大
川
小
学
校
を
視
察
し
た
。
慰

霊
碑
と
学
校
跡
し
か
な
い
こ
の
地
に

も
、
震
災
前
は
日
常
生
活
を
送
っ
て

い
た
住
宅
地
が
あ
っ
た
こ
と
、
震
災

を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
と
説
明
を
受

け
た
。

　

二
日
間
の
視
察
と
交
流
を
通
し

て
、
参
加
し
た
青
年
部
員
は
、
地
元

に
帰
っ
て
か
ら
多
く
の
人
に
被
災
地

の
現
状

を
伝
え
、

震
災
を

風
化
さ

せ
て
は

な
ら
な

い
と
い

う
思
い

を
よ
り

一
層
強

く
し
た
。

講師の山口義行氏 参加した青年部員一同
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企業の繁栄に 特別増強運動展開中 !

商工貯蓄共済制度
ひとつの掛金で３つの備え

● お申し込み・お問い合わせは地元の商工会へ ●

生命
保障
生命
保障貯 蓄 融 資貯 蓄 融 資

経営改善・事業再生に取り組む方に

経 営 力 強 化 保 証
事 業 再 生 計 画 実 施 関 連 保 証

（ 経 営 改 善 サ ポ ー ト 保 証 ）
事 業 再 生 保 証
事 業 再 生 円 滑 化 関 連 保 証

◎受検申請書の受付
　４月６日（月）から４月 17日（金）まで
◎受検申請書の提出先
　富山市安住町 7-18　安住町第一生命ビル２階
　富山県職業能力開発協会
◎検定職種
＜ 1級・2級・単一等級＞
造園、鋳造、金属熱処理、機械加工、放電加工、
金属プレス加工他
＜ 3級＞
造園、金属熱処理、機械加工、機械検査、
電子機器組立て、化学分析
◎問合わせ・申し込み先
富山県職業能力開発課　 TEL076-444-3260
富山県職業能力開発協会　TEL076-432-9887

　富山労働局では、働き方改革の実現に向けた
取組を強化するため、「富山労働局働き方改革推
進本部」を設置しました。主に所定外労働時間
の削減、休暇の取得促進をはじめとした「働き
方の見直し」に向けた企業への働きかけの強化
に取り組みます。
　労働者の心身の健康確保、仕事と生活の調和、
働き方に時間的・地域的制約を伴う人々が職業
キャリアを継続し能力発揮できる環境の整備な
どに向けて、企業において長時間労働をはじめ
とする拘束度の高い働き方を見直すことが求め
られています。企業トップの発意による自主的
な取り組みをお願いします。

平成 27年度
前期技能検定のお知らせ「富山労働局 働き方

改革推進本部」設置

県
商
工
同
友
会
は
二
月
十
七
日
、

砺
波
市
庄
川
町
の
「
鳥
越
え
の
宿

三
楽
園
」
に
お
い
て
「
商
工
同
友

会
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、
県
下

商
工
同
友
会
よ
り
会
員
等
約
七
十

名
が
参
加
し
た
。

冒
頭
に
、
県
商
工
同
友
会
吉
田

信
三
氏
が
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果

に
よ
る
小
規
模
事
業
者
へ
の
潤
沢

な
補
助
金
を
有
効
に
活
用
し
た
い
。

今
が
踏
ん
張
り
ど
こ
ろ
、
一
人
一

人
が
考
え
て
自
社
の
経
営
改
善
・

経
営
革
新
に
取
り
組
も
う
」
と
開

会
の
挨
拶
を
さ
れ
た
。

第
一
部
で
は
、
中
小
企
業

診
断
士
の
布
目
大
剛
氏
よ
り

「
中
小
・
小
規
模
企
業
に
有
効

な
支
援
策
」
と
題
し
て
講
演

が
あ
っ
た
。

布
目
氏
は
、「
も
の
づ
く
り
・

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
革
新
補
助

金
」
や
「
小
規
模
事
業
者
持

続
化
補
助
金
」
の
活
用
方
法

や
申
請
書
の
書
き
方
の
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
。

第
二
部
で
は
、
砺
波
市
長

の
夏
野
修
氏
を
迎
え
「
砺
波

市
が
取
り
組
む
地
域
活
性
化
策
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ

れ
、
夏
野
市
長
は
、
も
う
一
つ
上

の
“
と
な
み
”
に
向
け
た
取
り
組

み
事
例
と
し
て
、
空
き
家
対
策
や

景
観
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
と
な

み
ブ
ラ
ン
ド
認
定
制
度
、
台
湾
誘

客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
北
陸
新
幹
線

開
業
に
伴
う
城
端
線
の
活
性
化
策
、

三
世
代
同
居
推
進
事
業
等
に
つ
い

て
紹
介
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
庄
川
町
商
工
会
長
飯

田
良
榮
氏
を
来
賓
に
迎
え
、
懇
親

会
を
開
催
し
同
友
会
活
動
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
住
み
や
す
さ
砺
波
市
の

「
も
う
一
つ
上
の
“
と
な
み
”
に
向
け
た
取
り
組
み
」

に
つ
い
て
学
ぶ
！

～
商
工
同
友
会
セ
ミ
ナ
ー
～

挨拶をする吉田信三県同友会長

～働き方にやさしさを～
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も
の
づ
く
り
、
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

 
革
新
事
業
補
助
金 

採
択
事
例
紹
介

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

企
業
名
　
中
越
鉄
工
㈱

所
在
地
　
南
砺
市

　
　
　
　
和
泉
一
二
〇
番
地

代
表
者
　
西
村
　
仁

業
　
種
　
鉄
骨
工
事
業

▼
も
の
づ
く
り
補
助
金
申

請
へ
向
け
て

　

平
成
二
十
五
年
度
補
正
予
算
で
出

さ
れ
た
も
の
づ
く
り
補
助
金
公
募
要

領
は
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
革
新
事
業
も

含
め
た
形
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
申

請
書
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
審
査
員

に
わ
か
り
易
い
内
容
と
な
る
よ
う
専

門
用
語
で
な
く
内
容
に
工
夫
を
し
て

記
入
す
る
、
審
査
項
目
に
沿
い
忠
実

に
記
入
す
る
、
図
や
表
を
取
り
入
れ

て
見
や
す
く
す
る
、
事
業
の
目
的
と

意
味
を
把
握
し
そ
の
効
果
と
革
新
性

を
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
描
く
事
を
目

標
と
し
ま
し
た
。

▼
企
業
の
概
要

　

当
社
は
昭
和
三
十
八
年
に

チ
ュ
ー
モ
ク
㈱
鉄
工
部
よ
り
分
離

し
、
昭
和
五
十
六
年
鋼
構
造
物
製

作
Ｈ
グ
レ
ー
ド
（
鉄
骨
の
性
能
評

価
）
認
定
工
場
と
な
っ
た
。
そ
の
後

Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証
取
得
な
ど
常
に
技
術

力
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て
き

た
。
世
界
一
を
誇
る
日
本
の
建
築

技
術
を
維
持
発
展
さ
せ
る
為
の
鉄

鋼
業
界
で
の
取
組
み
、「
大
型
溶
接

ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
」
な
ど
も
行
い
、

作
業
軽
減
、
時
短
、
品
質
安
定
を

実
現
し
県
内
で
も
有
数
の
加
工
能

力
を
持
つ
鉄
工
所
と
な
る
。
現
在

一
般
建
築
鉄
骨
（
ビ
ル
・
マ
ン
シ
ョ

ン
・
工
場
）
か
ら
橋
梁
・
ス
ノ
ー

シ
ェ
ッ
ト
ま
で
製
作
し
て
い
る
。

▼
現
状
の
課
題

　

大
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
に
よ
り
生

産
性
が
大
い
に
向
上
し
た
が
、
大
き

な
部
材
に
す
る
ま
で
の
一
つ
一
つ
の

小
さ
な
製
品
に
関
し
て
は
手
作
業
で

あ
り
、
そ
の
品
質
は
技
術
者
に
頼
っ

て
い
る
。
ま
た
現
在
、
大
型
建
造
物

の
受
注
が
増
加
し
て
い
る
事
に
加
え

て
、
機
械
式
駐
車
場
等
の
製
作
パ
ー

ツ
が
小
さ
い
仕
事
へ
の
依
頼
も
多

く
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

が
、
要
望
に
応
え
ら
れ
ず
断
っ
て
い

る
。
こ
の
背
景
に
は
バ
ブ
ル
崩
壊
後

の
受
注
減
と
後
継
者
不
足
で
廃
業
と

な
っ
た
鉄
工
所
が
多
く
存
在
し
、
小

さ
な
部
品
の
生
産
工
場
が
激
減
、
需

要
過
多
と
な
っ
て
い
る
事
が
あ
る
。

▼
事
業
内
容

　

大
組
前
の
本
溶
接
に
可
動
式
溶
接

ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
、
手
作
業
を
自

動
化
、
作
業
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
。

現
在
導
入
し
て
い
る
大
型
溶
接
ロ

ボ
ッ
ト
と
は
用
途
が
違
う
可
動
式
溶

接
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
す
る
も
の
で
あ

る
。
高
い
職
人
技
を
必
要
と
す
る
コ

ラ
ム
Ｈ
仕
口
溶
接
作
業
工
程
の
自
動

化
を
図
る
も
の
。
こ
れ
に
よ
り
小
物

に
対
し
て
も
溶
接
が
自
動
化
さ
れ
、

小
型
パ
ー
ツ
の
需
要
に
対
応
で
き

る
。
作
業
効
率
の
大
幅
な
向
上
と
職

人
技
に
頼
ら
な
い
安
定
的
な
強
度
の

確
保
が
図
れ
る
。

▼
導
入
効
果
と
将
来
の
展
望

　

導
入
予
定
の
可
動
式
溶
接
ロ
ボ
ッ

ト
「
石
松
」
は
多
彩
な
機
能
と
簡
便

な
操
作
の
上
、
メ
カ
の
限
界
ま
で
小

型
化
さ
れ
て
お
り
軽
量
で
持
ち
運
び

も
出
来
る
。
こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
に

よ
り
作
業
の
自
動
化
適
用
範
囲
が
広

が
り
、
製
品
製
作
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
と
な
る
。
ま
た
熟
練
溶
接
技
術
者

の
作
業
量
が
軽
減
、
若
手
技
術
者
を

育
て
る
時
間
を
確
保
で
き
る
。
女
性

で
も
扱
う
事
が
可
能
な
軽
量
で
簡
単

操
作
の
ロ
ボ
ッ
ト
で
あ
り
、
男
の
イ

メ
ー
ジ
の
強
い
鉄
骨
業
界
へ
の
女
性

進
出
も
期
待
で
き
る
。

　

現
在
断
っ
て
い
る
パ
ー
ツ
の
小
さ

い
分
野
の
仕
事
に
も
力
を
発
揮
す
る

事
に
な
り
、
新
規
分
野
へ
の
参
入
や

新
工
法
へ
の
適
用
に
よ
り
売
上
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
る
。
新
分
野
や
新
工
法

は
、
市
場
ニ
ー
ズ
が
大
き
く
大
幅
な

受
注
増
が
期
待
出
来
る
。

▼
当
社
の
今
後

　

当
社
で
の
可
動
式
溶
接
ロ
ボ
ッ

ト
導
入
が
、
溶
接
技
術
の
簡
易
化
の

仕
組
み
作
り
模
範
と
な
り
、
他
の
同

業
者
に
大
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
で
な

く
て
も
出
来
る
ロ
ボ
ッ
ト
化
の
方
法

を
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
き
鉄
骨
業

界
の
活
性
化
と
な
る
事
を
期
待
し
ま

す
。
今
後
当
社
で
は
若
手
人
材
育
成

に
も
力
を
い
れ
て
い
き
ま
す
。

中越鉄工㈱工場全景

南
砺
市
商
工
会
福
光
事
務
所
　
経
営
指
導
員
　
稲
塚
　
育
子

テーマ

可
動
式
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
に
よ
る

生
産
性
向
上
と
新
規
顧
客
か
ら
の
案
件
受
注

も
の
づ
く
り
補
助
金
公
募
情
報

一
次
公
募
：
二
月
十
三
日
（
金
）
～

五
月
八
日
（
金
）（
当
日
消
印
有
効
）

提
出
先
：
富
山
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

電
話
〇
七
六
（
四
八
二
）
五
七
三
八

＊
申
請
書
の
作
成
等
に
関
し
て
は
、
最
寄

　
り
の
商
工
会
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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連
日
連
夜
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

に
お
祭
り
騒
ぎ
も
ピ
ー
ク
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
確
か
に
計
画

以
来
お
よ
そ
半
世
紀
を
経
て
開
業

し
た
の
で
す
か
ら
感
激
を
通
り
越

し
て
涙
、
涙
で
す
よ
ね
。
思
え
ば
大

阪
万
博
、
Ｔ
Ｄ
Ｌ
の
開
業
、
国
鉄

の
分
割
民
営
化
、
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
バ
ブ
ル
で
思
い
っ
き
り
ふ
く
ら

ま
し
た
風
船
が
飛
ん
で
あ
れ
か
ら
、

そ
れ
で
も
二
十
年
し
か
経
っ
て
な

い
わ
け
で
し
て
、
考
え
て
み
れ
ば
随

分
と
長
く
待
た
さ
れ
た
も
ん
で
す

よ
ね
。
当
時
二
十
歳
の
青
年
は
も
は

や
七
十
歳
。

　「
遅
か
り
し
由
良
之
助
」

　

い
ま
さ
ら
過
ぎ
去
っ
た
五
十
年

は
戻
り
ま
せ
ん
よ
ね
。
あ
の
時
「
寝

台
急
行
越
前
・
寝
台
特
急
北
陸
」じ
ゃ

な
け
れ
ば
何
か
が
変
わ
っ
て
い
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
北
陸
新
幹
線

の
延
伸
開
業
に
合
わ
せ
て
販
路
拡

大
を
期
し
て
、
何
ぞ
書
け
と
言
わ
れ

て
は
や
く
も
十
一
ヶ
月
経
ち
ま
し

た
。
雑
駁
で
、
何
の
主
題
に
も
到
達

し
な
い
ま
ま
最
終
回
で
し
っ
か
り

後
ろ
を
向
い
て
五
十
年
の
月
日
を

顧
み
て
い
る
。
こ
れ
ぞ
年
寄
り
の
本

懐
。
い
や
、た
だ
の
愚
痴
で
す
よ
ね
。

　

だ
か
ら
と
は
言
い
ま

せ
ん
が
、
す
こ
し
、
そ
れ

ら
し
い
こ
と
を
お
別
れ
に
・
・
・

（
１
）
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
は
顧
客

価
値
の
創
造
で
す
。

（
２
）
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
人
の
動

き
（
行
動
）
を
観
察
し
分
析
す

る
こ
と
で
す
。

（
３
）
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
自
分
の

物
に
す
る
に
は
、
知
見
を
記
録

し
、
仲
間
と
共
有
す
る
事
で
す
。

　

だ
か
ら
、『
自
分
の
価
値
や
判
断

は
取
り
あ
え
ず
横
に
置
い
て
、人（
顧

客
）
の
意
見
を
聞
い
て
下
さ
い
』
と

書
き
続
け
ま
し
た
。
確
か
に
過
ぎ
た

成
長
期
の
五
十
年
は
戻
っ
て
き
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
は
成
熟
し
た
年

月
が
始
ま
り
ま
す
。　

　

新
幹
線
に
乗
っ
て
、
都
会
モ
ン
だ

け
で
な
く
、
外
国
人
客
も
沢
山
や
っ

て
き
ま
す
。
観
光
立
国
、
地
方
創
生

な
ど
、
多
く
の
価
値
観
の
違
い
を

見
せ
つ
け
ら
れ
る
事
に
な
る
の
で

し
ょ
う
。
で
も
こ
れ
か
ら
は
自
分
の

子
供
た
ち
に
「
都
会
へ
出
て
、
勉
強

し
た
ら
、こ
の
故
郷
へ
帰
っ
て
来
い
」

と
胸
を
張
っ
て
言
え
る『
郷（
さ
と
）』

を
作
っ
て
下
さ
い
。
最
後
ま
で
読
ん

で
い
た
だ
き
感
謝
し
ま
す
。（
合
掌
）

北
陸
新
幹
線
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

新
幹
線
が
来
る

（
専
門
指
導
員　

鈴
木
英
雄
）

　
後
継
者
の
選
び
方
は
親
族
、
親
族
外
、
外
部
招
聘
な
ど
様
々

で
す
。
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

●
事
例
Ⅰ　

㈱
Ｓ
商
事

・
秋
田
県
の
伝
統
工
芸
品
製
造
業
。

代
取
五
十
九
才
、
息
子
三
十
五
才
。

・
息
子
は
東
京
の
Ｉ
Ｔ
企
業
の
営

業
マ
ン
だ
っ
た
が
同
社
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
作
成
に
関
わ
り
事
業
に

興
味
を
も
っ
た
。
祖
母
の
要
請
も

あ
り
社
長
に
就
任
。

・
伝
統
産
業
に
新
風
を
吹
き
込
む

為
、他
分
野
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
新
商
品
の
開
発
に
取
組
ん
だ
。

職
人
の
高
齢
化
も
あ
り
、
い
ろ
い

ろ
な
学
校
と
も
連
携
し
若
い
職
人

の
育
成
に
も
取
り
組
ん
だ
。

・
伝
統
産
業
で
も
事
業
承
継
が
変

化
の
い
い
契
機
と
な
る
事
例
で
す
。

	

（
二
十
六
年
中
小
企
業
白
書
）

○
事
例
Ⅱ　

Ｈ
自
動
車
修
理

・事
業
主
六
十
九
才
、従
業
員
五
名
。

・
後
継
者
は
お
ら
ず
、
従
業
員
に

も
候
補
者
は
い
な
か
っ
た
。
第
三

者
を
探
し
た
と
こ
ろ
数
名
希
望
者

が
お
り
、
未
経
験
者
だ
が
意
欲
の

あ
る
若
者
を
候
補
者
に
し
た
。

・
商
工
会
の
専
門
家
派
遣
制
度
を

利
用
し
、
事
業
承
継
の
方
法
、
条

件
等
を
詰
め
た
。
営
業
権
評
価
に

苦
労
し
た
が
、
相
続
税
法
の
営
業

権
評
価
の
方
法
で
計
算
し
合
意
と

な
っ
た
。

・
国
税
局
の
営
業
権
計
算
方
法
で

は
、
三
年
間
の
平
均
営
業
利
益
の

五
〇
％
か
ら
標
準
企
業
者
報
酬
額

と
総
資
産
の
五
％
を
控
除
し
、
超

過
利
益
金
額
と
す
る
。
超
過
利
益

金
額
の
十
年
分
を
基
準
年
利
率
に

よ
る
複
利
年
金
現
価
率
を
か
け
た

数
値
を
営
業
権
評
価
額
と
す
る
。

・
経
営
者
の
地
域
・
従
業
員
へ
の

強
い
責
任
感
が
成
功
に
つ
な
が
っ

た
事
例
と
言
え
る
。

	

（
全
国
商
工
会
連
合
会
資
料
）

○
事
例
Ⅲ　

㈱
○
○
製
造

・
従
業
員
十
五
名
、
金
属
加
工
業

・
前
代
表
者
に
後
継
者
が
い
な
か
っ

た
為
、
以
前
よ
り
信
頼
の
あ
っ
た

知
人
を
代
表
者
に
招
聘
し
た
。
交

代
後
、
資
金
面
や
取
引
先
と
の
信

頼
関
係
の
面
で
課
題
に
ぶ
つ
か
っ

た
が
熱
意
で
克
服
し
た
。

・
後
継
者
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
加
工
が

得
意
で
、
従
来
の
金
属
加
工
と
組

み
合
わ
せ
て
技
術
開
発
に
取
り
組

ん
だ
。
工
場
を
移
転
し
売
上
は
事

業
承
継
後
三
年
で
約
七
倍
に
な
っ

た
。	

（
二
十
六
年
中
小
企
業
白
書
）

事
業
承
継
を
す
す
め
る
③

年金はやっぱり富山、高岡、新湊、にいかわ、氷見伏木、砺波、石動の各信用金庫で！！
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ふれあい青空市「やまだの案山子」 4月 土曜・日曜・祝日 「やまだの案山子」運営委員会 076-457-2333
城端しだれ桜まつり 4／４（土）～12（日） 南砺市商工会城端事務所 0763-62-2163
第 9回入善桜まつり 4／10（金） 入善町観光物産協会 0765-72-0330
あさひ桜まつり 4月上旬<予定> あさひ桜まつり実行委員会 0765-83-2280
なりひら風の市 4／11（土） なりひら風の市実行委員会 076-455-3181
福岡さくらまつり 4／11（土）～12（日）<予定> さくらまつり実行委員会 0766-64-3088
風の盆ステ－ジ・町なかガイドツアー 4／11（土）･25（土） 越中八尾観光協会 076-454-5138
にゅうぜんフラワーロード2015 4／11（土）～29（祝） 入善町フラワーロード実行委員会 0765-72-1100
第 18回つざわ桜まつり 4／12（日） 小矢部市商工会津沢支所 0766-61-2356
城山公園お花見祭り 4／12（日） 小矢部市商工会小矢部支所 0766-67-0756
鏝絵と千本桜まつり 4／12（日） 射水市商工会 0766-55-0072
第 27回ふちゅう曲水の宴 4／19（日） ふちゅう曲水の宴実行委員会 076-469-2496
第 22回ごんべ祭り 4／19（日）<予定> ごんべ祭り実行委員会 076-483-1420
倶利迦羅さん八重桜まつり 4／28（火）～5／5（祝）<予定> 小矢部市商工会小矢部支所 0766-67-0756
石動曳山祭 4／29（祝） 小矢部市商工会小矢部支所 0766-67-0756

アイディアが浮かぶと同時に、発明者の皆さんを悩ませる問題の数々…。
そんな発明者の悩みを少しでも軽くするために、富山県発明協会では定
期的に無料相談会を開催しています。相談会は午後に行います。予約制
となります。

開催月
高岡会場 富山会場

富山県発明協会
（1F事務所内）

富山県総合情報
センター

３月   4 日（水）　11日（水）
18日（水）

12日（木）
19日（木）

【お問い合わせ・申込先】　一般社団法人　富山県発明協会
高岡会場：高岡市二上町150　富山県工業技術センター内　TEL0766-25-7259
富山会場：富山市高田527　　（公財）富山県新世紀産業機構内　TEL076-432-1119

無料発明相談会のご案内

商工会会員のためのネットショップ
「ニッポンセレクト.com」

出品者募集！

かんたん・無料！  ５つのメリット
①出店料・出品料が無料
②プロが写真撮影とキャッチコピーを考えます
③決済システムを無償で提供
④物流作業は手間いらず
⑤さまざまな商品ＰＲを実施します

問合わせ・申し込みは
最寄りの商工会まで。

アクセス
http://www.nipponselect.com

ニッポンセレクト

全国商工会連合会が運営するショッピングサイ
トです。あなたもインターネット販売を始めま
せんか。販売促進をはじめ決済や物流などの煩
雑な手続きまで手厚くサポートします。


